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令和５年９月定例会一般質問表 
 

                            ９月４日、５日、６日                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．異常気象に伴う熱中症の対策について 

 

７月２７日にＷＭＯ（世界気象機関）などが、７月の世

界平均気温が過去最高の値を更新した事を受け、国連のグ

テーレス事務局長は、「今後世界では異常気象がニューノー

マルになりつつある」、「地球温暖化の時代が終わり地球沸

騰化の時代が到来する」と発言し、急激な温暖化の進行に

強い危機感を示した。 

そして、この翌日の７月２８日に米沢市内の中学校で部

活動帰りの女子生徒が、帰宅途中に熱中症の疑いで倒れて

いる状態で発見され、搬送先の病院で死亡が確認されると

いった非常に痛ましい事案が発生した。 

私は以前から、一般質問の場で熱中症の対策が急務であ

るとの発言を行ってきたが、専ら「体力的に未熟な幼児」

や「体力の衰えた高齢者」に注目した提言を行っており、

今回のように中高生が死亡に至るような状況は想定してい

なかった。 

しかし、現在のような気象状況では従来の高齢者や幼児

への対策と併せて児童・生徒への対応策も急務であるとの

観点から以下の質問を行う。 

  

（１）熱中症の発生状況及び、クーリングシェルターの利用

状況 

６月定例会で提唱していたクーリングシェルターが、

市長のご英断により県内ではいち早く８月より開設され

た。 

これは非常にありがたいことで、市民の健康と安心に

つながると期待しているところだが、出来ることならも

う少し早く、７月１日から開設し、もっと大々的に広報

して頂きたかった。 

このことを踏まえ以下の質問を行う。 

 

① 本年度８月まで、熱中症の月別発生状況はどの程度

か。 

② 各施設でのクーリングシェルター利用状況は。 

③ 今後、現在開設している１１施設から増やすことは考

えているか。 

④ 今後、民間施設などへの展開は考えているか。 

 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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（２）児童・生徒への対応策について 

今回の悲しい事故を受け、米沢市では何点かの対策案

を発表した。 

その対策とは 

・遠距離通学の生徒へ、バス定期券の全額補助 

・冷感タオルや日傘の使用を許可 

・水筒以外にペットボトルの持ち込みを許可 

・粉末タイプを含め、スポーツドリンクの持ち込みを

許可 

・計測器を市内全中学校の全部活に配布し、暑さ指数

の測定を徹底 

・熱中症アラートの発令時には全ての中学校で全部活

を中止 

以上の内容だった。これを受け以下の質問を行う。 

 

① 本市では、特に休日や夏季休暇時の遠距離通学生徒へ

の部活動について、どのような対応を行っているのか。 

② 米沢市では、今まで運動会など以外で水筒にいれる飲

み物を麦茶などに限定していたようだが、本市の状況

はどうか。 

③ 本市での暑さ指数計の配布状況はどの程度か。 

④ 熱中症が疑われる場合の対処方法などについて、教員

への講習や指導は適切に行われているか。 

 

（３）市民プールの状況について 

   この夏は、市民プールが熱中症事故の未然防止のため

に、気温と水温を足した数値が６５℃を超えた場合遊泳

禁止となり、その結果ほとんど毎日遊泳禁止の状況とな

っている。 

私が子供の頃は、夏休みは毎日プールへ通い、毎年赤

湯のお祭りで開催される日焼けした黒さを競う大会に出

ることが楽しみだった。 

熱中症を防ぐためとは言え、子どもたちの夏の楽しみ

が奪われることは非常に悲しいと感じる。 

このことを踏まえ以下の質問を行う。 

 

① プールの南側に日除けネットなどを仮設し、強すぎる

日差しを和らげるなどの対策を行い、プールの水温上

昇を抑制できないか。 

② 安全性が一番大事であることは充分承知しているが、

子どもたちの笑顔のためになにがしかの対策を考え試

したことはあったのか。 
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２．再生可能エネルギーの利用について 

 

今後ますます地球の温暖化が進み、再生エネルギーの利

用促進が必須となっていく。 

本市でもゼロカーボンシティ宣言を行い、庁舎に太陽光

パネルを設置するなど、積極的に再生可能エネルギーを利

用する機運が高まっていることは時代の要求に応える施策

であると考える。 

一方、本市は水資源に乏しく水力発電は難しいと考えら

れていたが、近年、特に西日本の自治体を中心に水道水の

流れる力を利用したマイクロ水力発電が普及しつつあり、

その自治体数は徐々に増えている。 

このことを踏まえ、以下の質問を行う。 

 

① このマイクロ水力発電は、大手エアコンメーカーの子

会社が開発し、自治体の負担ゼロで設置、保守管理ま

で全てメーカーが行い、売電収入を自治体へ部分還元

するビジネスモデルだが、このような事業について検

討を行った経過はあるか。 

② マイクロ水力発電の設置件数は、２０２１年９月の段

階で、全国で３０か所（契約済みのものを含めると４

６か所）で、近隣では福島市の水道局で採用されてい

る。 

今後、このような事業を検討することはできるか。 
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１. マイナンバーカードのトラブル対応 

 

  マイナンバー制度に関する問題が噴出しています。「マ

イナ保険証に別人の情報が登録されていた」、「公金受取口

座に別人が登録されていた」、「マイナポータルで別人の情

報が閲覧可能になっていた」、「マイナポイントが別人に付

与されていた」などなどです。全国各地で新しい問題が発

見される影響で、制度への不信感が広まり、内閣の支持率

低下の一因にもなっています。 

原因はそれぞれ異なりますが、いずれも個人情報が他人

に見えてしまう深刻な不具合です。この事態を市民の方々

はどう見ているのでしょうか。 

マイナカードを持っている人は：「ドキッとしたけど、

様子見という感じ。安心して使えるようにしてほしい」 

「怒り心頭ですね。個人情報を扱うのに、あまりにも無神

経というか」 

マイナカードを持っていない人は：「やっぱり起こるん

じゃないかなと思っていた」 

マイナカードを申請中の人は：「そんなことあるんだっ

て思いました。そういう不具合が起きるんだったら、申請

しなくてもよかったかも」 

との声が聞かれました。 

一連の問題の原因について政府は、「人為的なミス」と

説明しています。そして、デジタル庁に「マイナンバー情

報総点検本部」を設置し、厚生労働省と総務省、地方自治

体などが連携して「総点検」するとしています。 

本市の具体的な対応について何点か質問させていただ

きます。 

 

（１）本市の現在の問題発生状況と総務省の依頼内容 

   トラブルの発生の有無。あればその内容を伺います。

また、総務省からはどのような依頼がなされているので

しょうか。 

   

（２）本市のコンビニ交付予定の対応 

   コンビニ交付で住民票などを請求したところ、他人の

証明書が出てきたという問題については、プログラムの

バグが原因とされています。ほぼ同じタイミングで、 
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別々のコンビニで交付の手続きをした場合、先に交付を 

請求したＡさんのデータに、後から手続きをしたＢさん

のデータが上書きされてしまい、２人ともＢさんが請求

した証明書を受け取ることになるそうです。 

コンビニ交付を予定している本市の対応状況を伺いま

す。 

   

２．成年後見制度の利用の促進 

 

  高齢化の進展とともに、認知症患者数も増加していま

す。「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関す

る研究」の推計では、６５歳以上の認知症患者数は２０２

０年に約６０２万人、２０２５年には約６７５万人（有病

率１８．５%）と５．４人に１人程度が認知症になると予測

されています。 

認知症などによって判断能力が衰えてきた方は、預貯金

の引き出しや不動産の売却といった財産管理を行うこと

や、介護施設への入退去手続き、医療機関への入院手続き

などを自分自身で行うことが難しくなります。認知症対策

として行う財産管理に有効な対策の 1 つに成年後見制度が

あります。 

本市における成年後見制度と後見センターの利用状況に

ついて伺います。 

 

（１）本市における成年後見制度と後見センターの利用状況 

   「成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成２８

年法律第２９号）」において、市町村は、当該区域にお

ける制度の利用の促進に関する施策についての基本的

な計画を定めるよう努めるとともに、中核となる機関の

設立等に係る支援その他の必要な措置を講ずるよう努

めることとされました。 

中核となる機関について、本市を含む置賜３市５町で

は、置賜定住自立圏共生ビジョンに基づき、広域での設

置に向けて協議を重ね、令和４年４月１日から置賜成年

後見センターを社会福祉法人 米沢市社会福祉協議会に

設置しました。 

市民にとってどのような変更がなされたのか伺いま

す。 
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３．置賜定住自立圏共生ビジョンにおける地域医療体制の具

体的取り組み 

 

  本共生ビジョンは、置賜地域における定住自立圏の将来

像や、その実現のために、圏域内の市町が連携して推進す

る具体的な取り組み内容を示すものとして作成されており

ます。 

置賜圏域の８市町は、それぞれの独自性を維持しながら、

地域の魅力をしっかりと磨き、その上で様々な分野におい

て連携を深めつつ、住民の暮らしに必要な諸機能を圏域全

体として確保することで、住民が暮らしやすい、活力ある

圏域を創造し、共存共栄を目指すとしています。 

 

（１）地域医療体制の具体的取り組み 

   取り組みの内容では、「圏域内の住民が安心して暮ら

すことができる地域医療体制の充実を図るため、病院、

診療所等の関係機関の連携を図るとともに、医師、看護

師等の医療従事者の確保に向けた取り組みを行う」とさ

れていますが米沢市立病院が中心の取り組み事業内容

となっています。 

置賜総合病院の位置づけと経営体制について伺いま

す。 

 

① 置賜総合病院は、現在２市２町と県による出資運営と

なっているが本共生ビジョンではどのような位置づけ

となっているのか、他の１市３町との今後の連携をどの

ように考えておられるか伺います。 

② 高畠町は現在の出資体制のままでの、デマンド交通に

よる置賜総合病院への町民送迎を考えておられるよう

ですが、出資経営をしている市長としてのお考えを伺い

ます。 
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１．いも煮会のできる場所の新設 

 

  令和２年６月定例会で「吉野川癒しと交流スポット」の

新設について一般質問した。 

市長答弁要旨「できないという考えに立つのではなく、

どういったことが市民の皆さんの今後の暮らしの上でいい

ことなのかということは常に考えながら取り組んでいく。」 

上記を踏まえて、河川敷または花公園敷地内あるいは十

分一山などに、いも煮会のできる場所を新設することに関

して、現在の市長の考えは。 

 

２．二色根温泉の活用について 

 

  「四季南陽」と協定を締結して温泉リゾート施設ができ

るまでは、月３０万円の賃料に電気代などの経費をかけ

て、温泉をただ捨てているのは、もったいない。 

旧ハイジアパーク南陽または源泉地での有効活用ができ

ないか。たとえば、飲泉または足湯の提供とか除雪用に利

用するなどはどうか。 

 

３．コミュニティーカーシェアリング（CCS）の取り組み 

 

  ８月２２日に勉強会（講師 一般社団法人日本カーシェ

アリング協会 代表理事 吉澤武彦氏）を開催していただ

いた。これから、具体的に取り組む団体が出てくることを

期待している。勉強会でも説明あったたが、伴奏支援とし

ての外部専門家（地域力創造アドバイザー）を活用して、

スタートアップ支援していくことはどうか。 

 

４．ゼロカーボンシティ宣言後の取り組み 

 

  令和２年１２月２３日に本市も宣言をしたが、次のこと

をお伺いする。 

（１）その後に取り組んだこと。  

（２）カーボンクレジットの取得計画はあるか。 

（３）水田中干しによるカーボンクレジットの取得への関わ

りは。 

（４）今後の施策は。 
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５．子どもたちがふるさとに残るための教育 

 

Web3.0の時代になり、都会に住まなくとも豊かな自然の

あるふるさとで仕事を求め、生活する時代に変化している。

家庭や地域そして教育現場でも都会志向から脱却すること

は持続可能な地方社会を構築するためにも重要なことだと

考える。 

このことを踏まえ、学校教育と社会教育を通して子ども

たちがふるさとに残るための教育をどのように考え、どん

な教育を実践していくのか。                          
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１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 
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員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の経済対策について 

 

（１）長期化する新型コロナウィルス感染症拡大に物価高騰

が追い打ちをかけ、多くの中小企業が苦境に立たされて

います。「中小企業白書」は、「中小企業・小規模事業者

の経営環境は、感染症流行後の水準からは回復しつつあ

るも、急激な為替や物価の変動、サプライチェーン混乱

等の影響で引き続き厳しい状況にある」と指摘していま

す。白書は、２０２０年第４四半期の中小企業全体の売

上高は１２９兆円。感染症流行前の１９年同期の売上高

（１３５．３兆円）まで回復はしていない状況に注目し

ています。 

中小企業の経常利益に目を移すと、大企業との格差が

鮮明に表れます。２１年以降、大企業の経常利益は右肩

上がりに急増し、２２年第４四半期は過去最高の１４．

３兆円。一方同期の中小企業の経常利益は５．２兆円で、

２１年以降の推移もおおむね横ばいから減少傾向に転じ

ました。中小企業と大企業で大きく明暗が分かれる現状

には、長引く物価高騰が色濃く影響しています。中小企

業の原材料商品仕入価格指数（ＤＩ）は、２１年第１四

半期から全産業（建設、製造、卸売、小売、サービス）

で上昇に転じ、２２年も急激な上昇が続きました。白書

は、仕入価格をどれだけ販売価格に転嫁させたかを示す

「交易条件指数」を算出。中小企業の２２年第４四半期

の同指数はマイナス３０台で、コロナ流行前より低水準

でした。白書はコロナが流行した３年間で「大企業と中

小企業間で、価格転嫁力の規模間格差が開きつつある」

とも指摘しています。東京商工リサーチの調査によると、

コロナ関連の経営破綻（負債１，０００万以上）は今年

７月時点で累計６，７３８件。昨年９月以降、１１か月

連続で２００件を超えています。白書も倒産の増加に警

戒感を示しています。南陽市においても同様の状況にあ

ると聞いておりますが、南陽市の経営状況はどのように

なっているのか、市長のご認識、ご見解を賜りたいと存

じます。 

 

（２）今後の見通し。 

 

（３）今後の支援策は。（各種の経済支援） 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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２．熱中症対策について 

 

（１）国連のグテーレス事務総長が２７日の記者会見で「地

球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来し

た」と述べました。同日、世界気象機関（ＷＭＯ）など

が今年７月は観測史上最も暑い月になる見通しを受け

ての警告です。グテーレス氏は、異常気象が「新たな日

常」になりつつあるとも指摘しています。同時に「私た

ちはまだ最悪の事態を食い止めることができる」と強調

し、各国に具体的行動を呼びかけました。気候危機打開

に向けた取り組みの抜本的強化は待ったなしです。 

   欧州、北米、アジアをはじめ世界各地は熱波におそわ

れ、山火事などの被害が発生しています。日本も災害級

の猛暑が続き、熱中症で亡くなる人も相次いでいます。 

   県内でも米沢市の女子生徒が部活動後の下校途中、熱

中症の疑いで搬送され、死亡が確認されました。改めて

ご遺族の皆さんにお悔やみを申し上げます。 

   県教育委員会は２２日県議会文教公安常任委員会で、

熱中症による事故防止策を報告し、事案後、各市町村の

教育委員会に暑さ指数が３１度を越えた場合の部活動

を原則中止するなどの対応を求めておりますが、市の対

応はどのようにされたのか。 

 

（２）全国各地での猛暑による夏休みの延期の考え方がマス

コミ等で、また、保護者からもあるようですがその考え

は。 

 

（３）５月１日～８月２０日の間、県内では７６３人が熱中

症で救急搬送されたとの報道がありましたが、南陽市で

の救急搬送された方は何人おられるか。 

 

（４）今後の対策対応は。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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１．防災対策の強化について 

 

  我が国は諸外国に比べて、地震、津波、火山、台風、水

害、地すべり、森林火災等々と自然災害の多いところでも

あります。それに加えて、近年には地球温暖化により、災

害の多発化や規模の巨大化が進んでおります。災害は「備

えあれば憂い無し」とよくいわれますが、人知を超えるよ

うな予期せぬ災害がやってくる事を常に念頭に置き、早め

の対策をとっておかねばなりません。そのような観点から

次の質問を行います。 

 

（１）内水氾濫の対策は。 

 

（２）森林火災の対策は。 

 

（３）防災ＤＸへの取り組みは。 

 

※防災ＤＸ 大規模な災害の対応にＡＩなどのデジタル技術を用

いて、情報の伝達や復興時の手続き等などを行うこと。 

   

２．地方創生について 

 

  ２０１４年９月に国の「まち・ひと・しごと創生本部」

が設置され同年１２月に「まち・ひと・しごと創生法」(地

方創生法)が制定されました。 

すでに、第一期地方創生(２０１５～２０１９年)は終了

し、現在は第二期地方創生に取組まれております。本市に

おいても「まち・ひと・しごと総合戦略」を策定して、第

６次総合計画と合わせて人口減少に歯止めをかけるべく、

多種多様な施策の展開がなされております。そこで下記の

点について質問をします。 

 

（１）第一期の総括はどのようにされているのか。 

 

（２）本市の人口減少に歯止めがかかっているか。 

 

（３）地方創生条例制定の考えは。 
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１. 宮内公民館改築について 

 

現在進められている宮内公民館改築事業は、本市におけ

る公共物建設のあり方について、画期的ともいえる方向性

を示したことで高く評価されます。すなわち、地域住民に

とって最も身近である公民館について、市民自らが意見を

出し合って行政に示し、行政もまた住民意思に応えて極力

設計に反映させるという形ができたことです。このことを

ふまえ質問します。 

 

（１）現在の進捗状況は。 

（２）今後のスケジュールは。 

（３）コロナ騒ぎの一段落で従来の市民活動も息を吹き返

し、交流の機会も元に戻るに伴って、新しくなる公民館

への期待も日増しに高まっているのを肌で感じます。地

域住民が喜んで使えるみんなの公民館になるためには、

夢を具体化につなげてゆく今の時期が非常に重要です。 

   折も折、山形県の市町村トップセミナーでの竹部美樹

さんの講演「協創による鯖江モデル～地域の担い手育

成」についての市長による詳細な報告を読んで感銘を受

けました。そして、福井県鯖江市が高い実績を誇る「提

案型市民主役事業課制度」の趣旨に宮内公民館改築の現

況もあてはまるのではないかと思ったところです。 

   行政からの一方的なあてがいぶちでなく、まさに市民

が主役の公民館建設に向けて、今後どのような方策を考

えておられるかお聞かせください。 

   

２．本市におけるワクチン政策について 

 

  ５０年前の岩波新書で今なお評価の高い吉原賢二著『私

憤から公憤へー社会問題としてのワクチン禍ー』に「ワク

チンの限界」と題してこうありました。 

《伝染病の予防には予防接種だけでなく（環境衛生対策、

感染防止対策、免疫力強化策等）他の対策との組合せが必

要であり、予防接種はその一つの対策に過ぎない・・・。

予防接種は他の方法がなければやむを得ずやるというのが

世界の良識ある医学者の意見である。・・・ところが長年に

わたって日本では予防接種は万能薬であるかのように過大 
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評価され、どこの市町村に行ってもワクチンの効果は神秘

的なまでに高められており、また多くの開業医が積極的に

ワクチンをすすめた。忘れてならないのは、ワクチンは人

体にとって異物であり、この異物は時として思いもよらぬ

反応を起こすことがあるということである。ワクチン接種

は衛生的な環境を作り上げることよりも安上がりであるた

め、多少の副作用を我慢すればこちらの方がはるかに飛び

つきやすいというのが真相であった。よほどの例外を除い

てはワクチンは万能ではない。従来ワクチンに神秘的な能

力があるかのように宣伝して来た役人や医学者たちは猛省

してもらいたいものである。》 

  このことを念頭に、本市のワクチン政策についておたず

ねします。 

（１）ＨＰＶワクチンについて 

① 南陽市及び山形県における子宮頸がん罹患者数及び

死亡者数は（年齢別）。 

② 南陽市におけるＨＰＶワクチンの接種状況は。 

③ ＨＰＶワクチン接種のコストは。 

④ ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種事業の「キャッチ

アップ」とはどういう意味か。 

⑤ ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種事業費 21,323 千

円の財源の詳細は。 

⑥ ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種事業費 21,323 千

円消化の現況は。 

 

（２）予防接種一般について 

① 市として関わる予防接種には何があるか。また、その

中で特に重点をおいているのは。 

② 予算措置とその財源は。 

③ その評価は。 

 

（３）先述のごとく予防接種は伝染病対策としては二義的で

あるとの考え方がある。「針を使って、体にわざと異物

を入れて、病気と闘うという考えは、本来リスクの大き

い異常な考え方」というのである。伝染病によっては、

むしろ罹患することで免疫力をつけた方がいい場合も

ある。予防接種頼み一辺倒になることなく、免疫力強化

を図ることにこそ重きをおくべきと考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


